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1. 緒 論
気脳写 (Pneumoencephalography以下 PEGと略
す〉が 1918年 Dandyl)2)や Bingelめによって創始され
て以来，その方法と中枢神経系疾患の診断への寄与に関
して多数の研究が行なわれて来たが，正常人脳の PEG
における計測については， Davidoff & Dyke，Schiers-
man，EvansペEpstein町田村6)，Knudsen，Troland 
et aF)，Robertson，Davis & Falconer，Heinrich， 
Lindgren et a18)，Lawere &Beruancle9)，Krichek10)， 
らによって種々の方法が考案され，正常人脳の PEGの
標準が示された。しかしながら正常人脳の脳室系の大い
さおよびその PEG像に関しては十分な知見が得られた
とは言い難い。
特に左右側脳室の大いさ，形に異同があることは古く
から知られ， Robertson，Davis &Falconer，Knudsen 
らがこれについて論じている。
中でも左側脳室が右側脳室より大きいのではないか
という推測が， 鈴木11)らによって示され， Knudsen， 
Hangl2)もこのことについて論じているが， この点に関
する十分なレ線解剖学的検索はまだなされていない。
近時大脳半球の優位性の問題も論ぜられているが，こ
れと脳室系との関係については全く論及の端緒も与えら
れていない。また Robertl3)によれば，胎児の初期にお
いては右側脳室の形成される以前に左側脳室が形成され
ているものがあるというが，これらの生理学的，発生学
的な問題に関しても，まず左右側脳室の大いさに果して
差があるか否かの検索を行なうことが先決であると考え
られている。ここにおいて著者は， 
i) PEGによる左右側脳室の大いさの比較 
ii) 屍体脳における左右側脳室のレ線像の比較
更に， 
ii) 屍体脳の側脳室の castを造ってその体積を実測
し，それの脳室レ線像との比較
などを行ない，二，三の知見を得たので報告する。 
1. 方法および成績 
1. PEGによる側脳室面積の比較 
1) 対象
昭和 16年から昭和39年にわたる間，千葉大学神経精
神医学教室において PEGを行なった症例および，昭和 
40年に千葉労災病院において PEGを行なった症例の
うち， レ線像上に脳の器質的変化が否定され，著しい異
常所見の認められないもの 123例を選んだ。その性別，
年令，疾患は表 1に示すとおりであって，男子 77，女子 
46，年令別には 0-9才が 4，10-19才が 34，20-29才
が44，30-39才が 22，40-49才が 14，50才以上が 5
であった。したがって，小児および高令者の症例はきわ
めて少なく，大半が成人であった。 
2) 撮影の方法 
PEGはすべて坐位腰椎穿刺によって空気髄液同量置
換法 (Methodof volume for volume)を行ない，空
気 100-200ccを注入し，注入後 10分間以内に撮影し，
時間の経過に伴う PEG像の変化による影響を一定にす
ることにつとめた。
撮影条件は患者を仰臥位にして前一後，腹臥位にして
後一前の 2方向から行ない，上水平線と正中線の交差点
に焦点を合わせた。また管球フィルム間の距離は 1mで
あった。 
3) 計測の方法
側脳室面積の計測は比較的明瞭に測定し得る前一後像
ならびに，後一前像の 2方向の像について行なった。田
村の重量法に準じて， トレース紙に側脳室の形をトレー
スし，これを生理学実験用の煤紙用紙に移し，それを切
り取ってトーションバランスをもって計量し，同質紙の 
1 cm2の重量 14mgをもって除し側脳室の面積を算出し
た。この際の紙の重量測定はおのおのにつき 4回実施し
て，その平均値をおのおのの重量とした。 
4) 計調frの成績 
(1) PEGによる側脳室像の面積
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表 1. PEG症例一覧表
症例|性別|年令| 病 |症例|性別|年令| 病 |症例|性別|年令| 病名 名名
l 合 3 て ん か ん 42 合 21 精 神 病 質 83 合 30 精 神 分 裂 病 
2 合 7 熱性 けいれん 43 ♀ 21 ミオグローヌスてんかん 84 合 30 頭 部 外 傷 
3 合 8 て ん か ん 44 ♀ 21 て ん か ん 85 合 31 ハンチントン氏舞踏病 
4 合 8 て ん か ん 45 ♀ 21 て ん か ん 86 ♀ 31 精 神 分 裂 病
合 10 て ん か ん 46 合 22 精 神 分 裂 病 87 合 33 精 神 分 裂 病 
6 合 1 て ん か ん 47 合 22 て ん か ん 88 合 33 グャクソン氏てんかん 
7 合 1 て ん か ん 48 合 22 て ん か ん 89 ♀ 33 フリードライヒ民病 
8 合 1 て ん か ん 49 合 23 頭 音日 外 f碁 90 合 34 て ん か ん 
9 ♀ 12 て ん か ん 50 合 23 頭 昔日 外 イ碁 91 合 34 精 神 分 裂 病 
♀ 12 て ん か ん 51 合 23 メニエー Jレ民症候群 92 合 35 て ん か ん 
1 ♀ 13 ヒ ス ア リ ー 52 合 23 精 神 病 質 93 'o 36 強 追 神 経 症 
12 合 14 精 ネ申 分 裂 病 53 ♀ 23 精 神 分 裂 病 94 合 36 精 神 分 裂 病 
13 合 14 て ん か ん 54 ♀ 23 ミオグローヌスてんかん 95 合 36 頭 部 外 傷 
14 合 14 て ん か ん 55 ♀ 23 精 ネ申 うT 裂 病 96 ♀ 36 筋 無 力 症
合 14 て ん か ん 56 合 24 て ん か ん 97 合 37 て ん か ん 
16 ♀ 14 て ん か ん 57 合 24 て ん か ん 98 ♀ 37 て ん か ん 
17 合 15 進行性筋萎縮症 58 合 24 頭 音日 外 傷 99 合 38 て ん か ん 
18 ♀ 15 て ん か ん 59 ♀ 24 て ん か ん 100 ♀ 38 精 神 薄 ~~ 
19 合 16 蜘 妹 膜 炎 60 ♀ 24 て ん か ん 101 合 39 て ん か ん 
♀ 16 て ん か ん 61 ♀ 24 精 神 分 裂 病 102 合 39 て ん か ん 
21 合 17 メニエール氏症候群 62 ♀ 24 て ん か ん 103 合 39 頭 苦日 外 傷 
22 合 17 頭 部 外 f碁 63 ♀ 24 て ん か ん 104 ♀ 39 頭 音日 外 {霧 
23 ♀ 17 て ん か ん 64 合 25 て ん か ん 105 合 40 て ん か ん 
24 ♀ 17 精 神 病 質 65 合 26 1首 圧 充 進 106 合 40 て ん か ん
合 18 結 節 硬 化 症 66 合 26 頭 音日 外 {霧 107 ♀ 40 精 神 分 裂 病 
26 ♀ 18 て ん か ん 67 合 27 一酸化炭素中毒 108 合 41 て ん か ん 
27 ♀ 18 進行性筋萎縮症 68 合 27 ジャクソン氏てんかん 109 ♀ 41 ミオグローヌスてんかん 
28 ♀ 18 て ん か ん 69 合 27 頭 昔日 外 {霧 110 合 43 ヒ ス ア リ 一 
29 ♀ 18 頭 昔日 外 傷 70 合 27 頭 部 外 傷 111 ♀ 43 進 行 麻 痔 
♀ 18 て ん か ん 71 合 27 頭 音日 外 傷 112 ♀ 43 頭 音日 外 傷 
31 合 19 て ん か ん 72 ♀ 27 精 神 分 裂 病 113 ♀ 44 頭 音E 外 傷 
32 合 19 て ん か ん 73 ♀ 27 て ん か A， 114 合 45 進 行 麻 痔 
33 合 19 醸 膳 状 態 74 ♀ 27 て ん か ん 115 ♀ 45 頭 苦日 外 傷 
34 合 19 精 神 分 裂 病 75 ♀ 27 て ん か ん 116 合 46 精 神 分 裂 病
合 19 頭 部 外 傷 76 ♀ 27 て ん か ん 117 合 47 て ん か ん 
36 合 19 ミオグローヌスてんかん 77 合 28 精 神 分 裂 病 118 ♀ 49 頭 音日 外 傷 
37 合 19 頭 部 外 傷 78 合 28 頭 部 外 傷 119 ♀ 53 筋萎縮性側索硬化症 
38 合 19 て ん か ん 79 合 28 精 神 分 裂 病 120 合 55 脳動脈硬化症 
39 合 20 て ん か ん 80 ♀ 28 精 神 分 裂 病 121 合 56 頭 音E 外 傷
合 20 頭 音日 外 傷 81 合 29 精 神 分 裂 病 122 合 64 フ つ 病 
41 ♀ 20 甲 状 腺 腫 82 合 29 精 神 分 裂 病 123 ♀ 74 進 行 麻 痔 
PEGによる側脳室像の面積は， 表 2に示すとおりで 平均左右差 0.32 cm2 (左>右〉
あって， 後一前像左 2.32-9.64 cm2 平均 5.63 cm2 
前一後像左1.14-4.07 cm2 平均 2.37 cm2 右 2.54-9.11cm2 平均 5.32 cm2 
右 0.89-3.86 cm2 平均 2.05 cm2 平均左右差 0.31 cm2 (左>右〉
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表 2. PEG における側脳室の面積 (cm2)
症 前一後像 後一前像 症 前後像 後一前像 症 前一後像 後一前像
例 左 右 左 右 例 左 右 左 右 例 左 右 左 右 
3.50 3.29 7.07 6.86 42 1.79 1.79 4.32 5.18 83 1.57 1.43 3.71 3.29 
2 1.21 1.07 2.32 2.96 43 1.43 1.75 4.61 5.57 84 1.50 1.46 4.68 4.36 
3 3.04 2.68 8.29 6.36 44 1.82 1.79 4.89 4.54 85 1.93 2.79 7.32 7.43 
4 1.96 1.43 5.86 4.96 45 2.18 2.36 7.64 6.71 86 2.36 1.68 5.54 3.93 
5 2.21 1.68 5.93 6.29 46 2.43 2.07 6.21 3.93 87 2.86 1.71 5.50 5.75 
6 2.50 1.93 5.43 2.54 47 2.07 1.61 5.93 4.71 88 2.29 2.29 6.07 6.29 
7 2.00 1.61 6.32 5.82 48 2.11 1.71 6.25 5.57 89 1.93 1.89 6.71 6'.68 
8 1.82 1.93 4.57 5.32 49 3.25 2.46 5.14 4.82 90 2.71 1.93 6.79 5.89 
9 2.68 1.82 8.93 7.04 50 3.82 2.82 7.04 6.14 91 1.46 1.46 6.07 4.64 
10 3.14 2.11 8.21 5.25 51 3.68 3.00 6.35 4.93 92 1.64 1.46 3.50 3.50 
1 3.21 2.54 8.57 7.46 52 2.61 1.75 4.50 5.29 93 3.07 2.14 6.32 4.32 
12 2.00 1.64 4.11 4.07 53 3.68 3.29 7.86 9.11 94 1.86 1.21 3.61 3.79 
13 3.57 3.21 9.64 6.68 54 2.61 2.18 7.61 6.64 95 3.14 2.86 6.32 5.86 
14 1.43 0.89 6.82 6.50 55 1.54 1.39 4.29 3.86 96 1.57 1.43 3.96 3.43 
15 l.l5 1.43 5.93 4.29 56 2.61 2.32 4.93 6.71 97 2.07 2.00 6.21 6.25 
16 2.14 2.36 4.93 4.82 57 4.07 1.89 6.57 5.29 98 2.68 2.07 7.07 5.79 
17 2.79 2.43 6.54 6.79 58 1.71 2.07 5.43 6.14 99 2.00 2.04 6.93 7.68 
18 1.93 1.86 6.21 5.21 59 1.61 1.25 6.21 4.82 100 2.50 0.96 5.50 3.86 
19 1.71 1.68 4.96 4.21 60 3.04 3.21 6.39 6.25 101 2.75 2.07 3.43 4.64 
20 2.29 2.29 5.96 4.61 61 3.21 3.32 7.00 5.64 102 2.64 1.68 4.36 5.00 
21 2.18 1.93 5.96 5.54 62 2.64 2.57 5.79 4.54 103 2.75 2.04 4.75 5.32 
22 2.29 2.04 3.68 2.86 63 2.18 1.43 4.50 3.04 104 2.39 2.36 4.86 5.79 
23 1.96 1.25 3.43 3.00 64 1.75 3.04 5.00 5.57 105 1.96 1.75 5.36 7.82 
24 2.00 1.96 4.25 4.36 65 3.71 2.50 4.07 3.93 106 3.43 3.86 5.32 6.25 
25 2.07 2.00 4.71 4.64 66 1.14 1.04 3.07 2.75 107 1.14 1.04 3.14 5.79 
26 1.54 1.43 5.86 5.18 67 3.07 2.00 8.39 5.61 108 3.14 2.71 6.71 5.00 
27 2.25 2.21 6.07 6.07 68 2.64 3.39 7.71 5.96 109 1.89 1.04 6.00 4.36 
28 2.64 1.96 5.21 5.64 69 3.14 2.75 7.32 7.11 110 2.46 1.96 4.86 7.82 
29 3.14 2.50 8.61 7.46 70 2.39 2.68 2.96 4.75 111 3.36 2.61 8.46 7.82 
30 2.36 2.29 5.96 4.61 71 2.71 2.54 6.79 7.29 112 2.32 1.86 3.04 3.07 
31 1.96 1.86 5.89 6.11 72 2.43 2.04 6.64 5.07 113 2.18 2.04 3.61 4.75 
32 1.96 1.86 5.43 5.68 73 1.61 1.46 4.54 5.04 114 2.86 2.61 4.89 4.39 
33 2.50 1.64 6.82 4.86 74 2.60 1.21 6.71 6.25 115 2.54 2.07 7.07 8.07 
34 2.64 1.29 6.46 3.54 75 1.61 1.43 4.79 5.68 116 3.21 2.36 5.61 5.25 
35 1.75 1.46 4.82 3.86 76 3.32 2.71 7.68 6.96 117 2.25 1.86 8.61 7.53 
36 2.57 1.64 5.86 4.04 77 3.04 3.25 8.32 7.18 118 4.04 3.04 6.29 8.43 
37 2.21 2.14 6.75 6.07 78 3.39 3.46 5.89 6.36 119 1.79 1.57 4.04 3.64 
38 2.36 2.64 6.79 5.86 79 2.21 1.75 6.68 5.39 120 1.54 2.07 3.57 4.07 
39 2.00 1.50 8.29 6.71 80 2.14 1.50 4.29 3.57 121 2.18 1.61 4.89 2.96 
40 1.82 1.61 4.57 3.36 81 3.36 1.93 7.53 4.57 122 2.39 2.64 5.57 6.64 
41 2.25 1.57 5.75 5.04 82 2.14 2.50 6.79 8.32 123 1.64 1.29 3.29 2.89 
であった。 前像の面積に比して比較的狭い範囲に集まっており，左
それぞれの撮影法による面積の大いさに対する例数の 右差についても図 3および図 4に示すごとく同様の傾向
分布は図 lおよび図 2のように，前一後像の面積は後一 が認められた。また男女および年令別の面積の平均値，
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左右の面積差，その差の左+右の総面積に対する比率は
表 3に示すごとくである。 
(2) PEGによる側脳室面積の左右差
表 3に示したように側脳室像の面積の平均値は 40才 56 
群の後一前像を除いてはいずれも左側脳室が右側脳室よ
52 
り大きい。この差について t検定を行なうと，
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表 3. PEG前後像および後前像の側脳室面積の平均値および左右差 (cm2)
f1 前一後像 後一前像、ぞ 
区一総
+ 
有意差 
+ 
性 男 2.44 2.06 0.38 8.4 十 5.61 5.10 0.51 4.8 十 
7J1j 女 2.33 1.97 0.36 8.4 十 5.79 5.05 0.74 6.8 十 
0-9才 2.43 2.11 0.31 6.9 + 5.89 5.29 0.60 5.4 
年 
10-19才 2.23 1.74 0.49 12.3 + 5.64 5.19 0.44 4.1 十 
20-29才 2.49 2.04 0.45 9.9 + 5.66 5.38 0.28 2.1 一 + 
4'J
30-39才 2.23 1.86 0.36 7.1 十 5.79 5.40 0.38 3.7 十 
40-49才 2.74 2.30 0.44 8.7 十 5.79 5.86 0.07 0.6 一
別 
50才以上 1.91 1.84 0.06 1.6 4.27 4.03 0.23 2.8 
全例では，前一後像，後一前像ともに左右差は 1%以
下の危険率で有意である。 表 4. PEG前後像および後前像の側脳室
男女別の平均値では，前一後像，後一前像ともに左右
面積の男女の比較 (cm勺 
差は 1%以下の危険率で有意である。
年令別に見た側脳室像の面積の平均値の左右差は，次
のごとくである。 
0-9才群では前一後像は 5%以下の危険率で有意で、
あるが，後一前像では有意の差は認められない。 
10-19才群では前一後像，後一前像ともに 1%以下の
危険率で有意差が見られる。 
20-29才群では前一後像では 1%以下の危険率で，後
一前像では 5%以下の危険率でいずれも有意差を認め
た。 
30-39才群では前一後像，後一前像ともに 5%以下の
危険率で有意差がある。 
40-49才群では前一後像に 1%以下の危険率で有意
差を認めるが，後一前像では有意の差は見られない。 
50才以上群では前一後像，後一前像ともに有意の差を
FT 前一後像 後一前像左 右 左 右
2.44 5.61 5.102.06男 
2.33 5.051.97 5.79女 
0.11 -0.18 0.050.09差 
と考えてさしっかえないで、あろう。 
(4) PEGによる側脳室像面積の年令による差 
PEGによる側脳室像面積の年令別による平均値は表 
5のとおりであるが， t検定を行なった結果は次のごと
くである。
表 5. PEG前後像および後前像の側脳室
面積の年令別の比較 (cm2) 
認められない。
以上の成績から推論すれば，側脳室の前一後像，後一
前像に関しては，概して左側が右側より大であると言い
うるであろう。なお全例について左右差の程度とその例
数の分布を図 3および図 4に示したが，これによっても
前一後像の場合は，後一前像の場合に比してばらつきが
少なく，せまい範囲に集まっていることが知られる。 
(3) PEGによる側脳室像面積の男女聞の差 
PEGによる側脳室像面積の男女の平均値を比較する
と表4のごとくで，左の後一前像を除いて一般に男子の
方がやや大きいが， t検定を行なうといずれも有意の差
を認めなかった。したがって男女間の差はほとんどない
;7r 前一後像 後一前像左 右 左 右
2.112.43 5.890- 9才 5.29 
2.2310 - 19才 1.74 5.64 5.19 
20 - 29才 2.49 2.04 5.66 5.38 
40 - 39才 2.23 1.86 5.79 5.40 
2.3040 - 49才 2.74 5.79 5.86 
1.91 1.84 4.2750才以上 4.03 
と白聞に0下有才由意群危差と険をjζ9かほ41 差がある群の認才でめ以有な意上い事5以4ι%有 意 差
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0-9才群と， 10-19才群との聞に前一後像の右側で 
5%以下の危険率で有意差が見られる。 
10-19才群と 20-29才群の聞に， 前一後像の右側で 
5%以下の危険率で有意差がある。
40-49才群と 50才以上群との間に，前一後像の左側
と，後一前像の左右とはともに 1%以下の危険率で，前
一後像の右側に 5%以下の危険率で有意差を認めた。
以上の成績のごとく，部分的には有意差がみられる
が，全般的には明らかな差を認めない。症例数が少ない
ので明言できないが， 40-49才群と 50才以上群との聞
に差を認めた以外には年令別には概して著しい差はない
ものと言ってよいであろう。
以上は PEGによる側脳室像の面積について検討した
のであるが，側脳室像の左側は右側に比して概して大き
いことを示しているのに対して，男女の別，年令の別に
よる差は一般に有意なものとして認められなかった。し
たがって，次に屍体脳についてレ線学的検討を行なうこ
ととする。 
2. 鹿体脳における側脳室のレ線学的検討
以上のごとく，正常と見なしうる PEG像の側脳室の
面積を計測し，前一後像，後一前像ともに左側脳室の面
積が右側脳室の面積より大きいことを認めたので，次い
で屍体脳における側脳室の造影を行なって左右の比較を
試みた。 
1) 対象
千葉大学医学部解剖学教室に保存しである 65体の正
常人脳を使用した。 
2) 撮影の方法
屍体脳の側脳室に造影剤として 76% Urographinを 
10 cc注射筒に入れて，頭項部より静かに注入する。こ
の脳を静かに振還して造影剤を十分に拡散させてこれを
撮影した。
撮影条件としては管球フィルム間距離を 1mとし，撮
影方向は，前一後，後一前，および頭項一脳底の 3方向
である。これによって側脳室の前一後像，後?前像およ
び水平像を得た。その実例を写真 1および2に示す。 
3) 計測の方法
前述のごとき PEGによる側脳室像の比較の場合に準
じて，比較的明瞭に計測し得て，かつ計測値のばらつき
が少ない前一後像および水平像の面積を重量法によって
測定した。あわせて側脳室横径および Schiersmann's 
lndexを計測した。側脳室横径は Evansの方法に準じ
て前一後像にについて左右おのおのの側脳室蝶形像の内
側端および外側端から頭蓋正中線に至る距離の差をもっ
でした0 
4) 計測の成績 
(1) 側脳室像の面積
屍体脳の造影による側脳室像の面積は表6に示すごと 
くであって，
前一後像 左 0.71-6.46cm2 平均 2.61cm2 
右 0.79-6.46cm2 平均 2.43cm2 
平均左右差 0.18 cm2 (左>右〉
水平像 左 5.14-18.57cm2 平均 10.71cm2 
右 3.57ー 16.79cm2 平均 9.74 cm2 
平均左右差 0.43 cm2 (左>右〉
であった。
それぞれの撮影法による面積の大いさに対する例数の
分布および左右差の量に対する例数の分布は，それぞれ
図 5，6，7，8のごとくであった。この左右差について t
検定を行なったところ，前一後像では 1%以下の危険率
で有意差があり，水平像では 5%以下の危険率で有意差
を認めた。したがって屍体脳についても左側脳室が右側
脳室よりも大きいと言えよう。 
(2) 側脳室横径の差
前一後像における左右側脳室の横径の差を求めると表 
7に示すとおりであって，

左 平均 1.90cm 

右 平均1.84cm 

平均左右差 0.06cm (左>右〉

であるが， これについて t検定を行なったところ有意
の差は認められなかった。なおこの長さに対する例数の
分布およびその差の分布は図 9および図 10のとおりで
ある。 
(3) 前一後像における Schiersmann'slndex 
前一後像における Schiersmann'slndexの値は表7
のごとくで， その分布は図 11に示すとおりである。す
なわちその値は 2.14-5.08で平均は 3.61である。
以上のごとく屍体脳の造影による左右側脳室像の比較
を行なったが，この方法によっても左側脳室が右側脳室
より大きいという成績をえたので，さらに屍体脳の側脳
室の castによる比較を行なった。 
3. 鹿体脳における側脳室 castの検討
以上のごとく正常と見なしうる PEG像および屍体脳
造影によるレ線像について左右側脳室の大いさを比較し
た結果，概して左側脳室が右側脳室より大であるとの推
論に到達した。
この推論を明確にするために屍体脳について側脳室の 
castを作製し， その体積の実測を行ない， さらにその
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表 6. 屍体脳造影における側脳室の面積 (cm2)
症 前一後 像 水 平 像 症 前一後 像 水 平 像
例 左
1.71 
右
1.29 
左
12.29 
右 
9.29 
例
34 
左
1.00 
右
1.21 
左
7.57 
右 
7.64 
2 5.57 4.71 15.71 13.57 35 3.57 2.86 10.50 12.07 
3 4.29 4.21 11.22 10.79 36 3.00 2.71 7.79 7.85 
4 3.93 3.36 8.79 9.71 37 3.43 3.71 7.85 6.43 
5 2.36 1.79 9.57 9.57 38 2.43 3.21 8.93 10.43 
6 2.14 1.64 8.79 12.00 39 2.64 2.29 8.71 12.21 
7 1.86 1.79 7.93 8.57 40 1.57 1.57 9.00 11.21 
8 1.57 0.79 11.93 7.14 41 3.21 2.64 11.57 11.36 
9 2.57 2.07 18.57 13.00 42 2.43 1.29 12.07 11.86 
10 2.71 1.36 10.14 9.86 43 2.43 2.21 8.36 9.29 
11 2.36 2.36 6.79 9.14 44 2.57 2.43 11.79 13.36 
12 3.57 2.71 9.86 11.43 45 0.86 2.14 12.86 12.71 
13 1.86 1.79 7.14 4.57 46 1.43 1.79 13.93 12.50 
14 2.00 3.21 10.07 9.86 47 1.71 1.57 8.00 8.93 
15 1.57 1.29 9.43 11.14 48 2.57 1.86 7.85 8.29 
16 1.25 1.79 9.07 10.57 49 2.71 2.71 12.21 9.00 
17 2.64 2.14 9.14 9.86 50 4.29 4.00 16.07 13.21 
18 2.50 2.36 7.43 6.93 51 1.79 1.57 12.07 11.00 
19 2.43 2.43 10.00 11.79 52 1.71 1.64 8.93 6.79 
20 3.79 2.36 11.36 12.43 53 2.00 3.07 9.57 8.93 
21 1.29 1.29 13.64 12.50 54 3.21 3.00 13.00 13.14 
22 2.43 1.79 11.22 10.00 55 2.29 1.50 13.00 14.85 
23 1.29 1.57 12.21 8.36 56 1.43 1.71 10.25 9.57 
24 1.43 1.86 5.14 3.71 57 2.36 1.86 8.29 8.07 
25 2.64 1.57 7.85 10.21 58 4.00 4.36 12.57 11.57 
26 1.64 1.93 10.29 9.93 59 2.07 1.64 5.50 3.57 
27 0.71 0.86 6.43 6.36 60 3.29 2.86 7.85 7.93 
28 0.86 1.14 8.93 8.93 61 3.07 2.36 8.96 10.68 
29 1.50 1.29 7.50 7.14 62 3.35 2.50 10.57 9.39 
30 1.14 1.14 7.14 8.93 63 4.25 6.21 10.79 12.89 
31 2.36 1.64 8.93 8.71 64 6.46 6.46 18.54 16.79 
32 1.79 1.43 9.36 10.14 65 2.29 2.14 11.64 8.96 
33 2.64 2.07 9.86 10.71 
左右を比較するとともに，併わせてレ線学的計測を実施
して，側脳室のレ線学的な大いさと実際の大いさとの関
係を求めた。 
1) 対象
千葉大学医学部解剖学教室に保存しである 6体の正常
人脳を使用した。 
2) castの製法および体積の測定法
脳室の castの製法については， Leonard da Vinci 
以来 Welcken，Rauber1ぺHilton，Retzius，Testut， 
Barratt，Spitzka，Harrey，LockeI5)，Torkildsen16)， 
Woollan1りらによって多くの方法が， 試みられてきた
が， ここでは最も簡便でかつ正確と思われる点で wax
を使用した。視束交差および橋の附近で脳を 3部に前額
断し，そのおのおのの側脳室の部分に熔融した waxを
流しこみ，徐々に冷却固定した。この際に脳室が変形し
ないように徐々に熔融した waxを少しずつ注入し，ま
た冷却に伴って waxが収縮するので，割面が正しく平
面をなすようにうすい金属製のへラで割面にわずかずつ 
waxを補う必要がある。 こうして固定した後にこれを
とり出し， 3分した脳室の castの割面を少しく温めて
•• 
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表 7. 屍体脳における側脳室横径と Schiersmann'sIndex (cm) 
症 側 1首 室 横 径 症 側 脳 室 横 f圭 
SI 
4.16 
例 左
2.1 
右 
1.7 0.4 
SI 
3.33 
例
34 
左
1.5 
右 
1.5 0.0 
2 2.4 2.0 0.4 2.47 35 2.4 2.7 -0.3 2.75 
3 2.3 2.1 0.2 3.10 36 2.l 2.0 0.1 3.29 
4 2.0 2.0 0.0 3.23 37 2.1 1.9 0.2 3.2 ) 
5 1.7 2.2 -0.5 3.63 38 2.1 2.1 0.0 3.19 
6 2.1 1.8 0.3 3.58 39 1.7 1.5 0.2 4.24 
7 2.0 1.9 0.1 3.10 40 1.3 1.6 -0.3 4.15 
8 1.9 1.8 0.1 3.87 41 2.0 1.8 0.2 3.41 
9 2.2 1.8 0.4 3.49 42 2.7 2.7 0.0 2.45 
10 2.0 2.0 0.0 3.74 43 1.9 1.7 0.2 4.00 
11 2.0 1.9 0.1 3.60 44 2.3 2.0 0.3 3.02 
12 2.2 1.9 0.3 3.14 45 1.2 2.1 -0.9 4.06 
13 1.6 1.8 -0.2 3.69 46 2.1 2.2 -0.1 3.04 
14 1.8 1.6 0.2 3.86 47 2.1 2.2 -0.1 2.78 
15 1.8 1.6 0.2 3.68 48 1.9 1.6 0.3 3.79 
16 1.9 2.9 -1.0 2.62 49 2.2 2.4 -0.2 3.17 
17 1.6 0.8 0.8 5.08 50 2.4 2.6 -0.2 3.09 
18 1.9 1.7 0.2 3.63 51 2.0 2.0 0.0 3.38 
19 1.8 1.7 0.1 5.08 52 1.7 1.8 -0.1 3.63 
20 2.0 1.8 0.2 3.15 53 2.1 2.1 0.0 3.33 
21 1.9 2.2 -0.3 3.33 54 2.0 2.0 0.0 3.02 
22 2.3 2.2 0.1 4.33 55 1.9 1.9 0.0 3.65 
23 1.4 1.7 -0.3 4.24 56 1.8 1.8 0.0 4.34 
24 1.5 1.8 -0.3 3.65 57 1.8 1.9 -0.1 3.51 
25 1.5 1.3 0.2 3.44 58 1.9 1.7 0.2 3.84 
26 1.9 2.1 -0.3 3.38 59 1.5 1.5 0.0 4.09 
27 1.2 1.4 -0.2 2.88 60 2.1 2.0 0.1 3.22 
28 1.4 1.5 -0.1 4.86 61 2.2 2.0 0.2 2.49 
29 1.6 1.3 0.3 4.l6 62 2.8 2.6 0.2 2.14 
30 1.7 1.9 -0.2 3.38 63 1.6 1.0 0.0 3.74 
31 1.7 1.3 0.4 3.81 64 2.0 2.3 -0.3 3.26 
32 1.7 1.5 0.2 4.34 65 2.0 1.6 0.4 3.24 
33 2.1 1.9 0.2 3.42 
接着し，全側脳室の castを完成した。その実例は写真 
3および4に示した。
体積の測定は castに錘りを附して水を満したメスシ
リンダーに沈め，上昇した水の体積から錘りの体積を除
いて castの体積とした。 この際各 castにつき 4回ず
つ実測を重ね，その平均値を各 ca4tの体積とした。 
3) レ線像の撮影方法
前述の屍体脳のレ線学的検討の場合に準じて側脳室内
に76%Urographinを 10cc注入して造影し，管球フ
ィルム間距離を 1mとし，前一後像および水平像を撮影
しTこ。 
4) レ線像の計測法
前述の屍体脳における側脳室像の比較の場合と同様
に，前一後像および水平像の面積を測定し，併わせて側
脳室横径と Schiersmann'sIndexを計測した。 
5) 計測の成績

側脳室 castの体積は表8のごとくであって，

左側脳室の平均値 14.23 cm3 
右側脳室の平均値 13.33c m 3 
平均左右差 0.90c m 3 (左>右〉
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2.0 2.2 2.42.6 2.8 3.0 3.2 3.43.6 3.8 4.0 4.2 4.4 4.6 4.8 5.0 
数 11 
目首 左 右 差(左一右) 
10 
13.1 14.8 -1.7 
8 
7 
qL03A
吐 
16.3 
18.5 
21.0 
8.8 
22.3 
18.4 
7.5 
-3.8 
2.6 
6 
5 8.4 8.3 0.1 
6 8.1 7.4 0.7 
5 
平 均 14.23 13.33 0.90 
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3 で左が大きいが，これに t検定を行なったところ有意
2 差を認めなかった。
レ線による側脳室前一後像および水平像の面積は表9
のごとく，
23.88 cm左側脳室の平均値前一後像WMMMMMM~~~O~~~M~MMMMW 
/_-， .， 〈ー ) ~~~. /~ (+)左右差(左ー右)(cm) 
右側脳室の平均値 4.13 cm2 
図 10. 屍体脳の脳室造影による側脳室横径の 平均左右差 0.25 cm2 (左<右〉 
左右差の分布 で右側が大きい。
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水平像左側脳室の平均値 12.1cm2 室 castによる側脳室容積の比較の場合では例数が少な
右側脳室の平均値 11.7 cm2 いので上と同様の傾向を指摘しうるに止まった。しかし
平均左右差 0.4 cm2 (左>右〉 概して正常人脳では左側脳室が右側脳室より大きいと推
で左側が大きい@ 論することができるであろう。 
表 9. 屍体脳の脳室造影による 

側脳室の面積 Ccm2)
前 後 像 7.l< 平 像在 左 |右 Ic左雪右) 左 |右 Ic左空右) 
3.36 -0.29 8.96 10.683.07 -1.72 
1.考察1
計測について特に問題となるべき事項 1. 
1) PEG像について 
9.392 3.35 2.50 0.85 10.57 1.18 
3 4.25 6.21 10.79 12.89 -2.10 
4 
-1.96 
6.46 18.54 16.796.46 0.00 1.75 
5 2.29 2.14 0.15 11.64 8.96 2.68 
平均 13.881.4.13 1 -0.25 112.10 111.761 0.32 
この両者の左右差についても t検定を行なったが有
意の差は認められなかった。
側脳室横径の左右の値と Schiersmann'sIndexは表 
10に示すごとくであって，側脳室横径の左右差には有意
の差は認められなかったがやはり左の方が大きい。
次に側脳室 castの体積とレ線像の前一後像および水
平像における側脳室面積との相関， castの体積の左右
差と，前一後像における側脳室面積の左右差との相関を
求めたが，いずれも明らかな棺関が認められ， これに t
検定を行なって上のおのおのの相関係数の有意性を検討
したところ，有意の相関が見られた。
表 10. 屍体脳の側脳室横径と Schiersmann's 
Index Ccm2) 
ハ 
但1 目首 室 横 径
S. 1.目首 
右左
2.2 2.0 0.2 2.49 
2.8 2.6 0.22 2.14 
0.03 1.6 1.6 3.74 
2.0 -0.34 2.3 3.26 
5 2.0 0.41.6 3.24 
平均，，1 2.12 1 2.02 1 
AU ' E E - -U 
したがってレ線像上前一後像または水平像の側脳室面
積と側脳室の容積との間には相当密な平行関係が認めら
れるので， PEG上の前一後像の面積が側脳室の大いさ
を知る上の指標として有力で、あることが知られる。
以上の諸成績から検討すれば， PEGによる側脳室像
の比較，屍体脳造影による側脳室像の比較では，ほぼ左
側脳室が右側脳室より大きいことが推論されるが，側脳
PEGの撮影後， 時間の経過に従って脳室像の大いさ
が変化することは，長尾ら 18)によって詳細な研究がなさ
れているが， 空気注入後 10分以内にも縮小傾向を示す
ことが明らかにされているので，ここでは空気注入後直
ちにレ線室において撮影を行なった例のみを集めた。し
たがって時間の経過による影響は除去されえたものと考
えられる。
次に，ここに集められた例は全くの正常人ではなく，
表 1に示されたように内因性疾患および中枢神経系疾患
を含んでいるもので，そのうちまずレ線学的に異常所見
の見られないものを選び， つぎ、に Huberl9)にしたがっ
て第 3脳室の最大横径が 6mm以上のものを除いた症例
のみを正常の PEGとみなし，これにより計測を行なっ
た。また脳腫、蕩など脳実質に著しい変化を呈する可能性
のある疾患の例は初めからこれを除外したので，ほぼ正
常の PEG像と見てよいと思われる。 
2) 屍体脳について
死後の側脳室の形状， 大いさが屍体よりの刷出， 固
定，貯蔵などの諸過程において多少の変化を生ずること
は避けられないが，この様相については十分明らかにさ
れていないので，なるべく変形の少ないものを選んだ。
また脳室造影法は関m，石井，岩井らの研究によって種
種の方法が考案されているが， 76%の Urographinに
よる塚田町の方法が最も簡単で、造影度もよいのでこの方
法を用いた。 
3) 脳室容積の測定について
側脳室の castの製法は前述したように諸家によって，
種々の方法が考案されているが，ここでは簡便で、脳を圧
迫変形することなく，ほぼ正確に脳室を再現できること
を主眼として waxを注入固定する方法によった。特
に，従来諸家の方法のごとく穿刺針をもって固定材料を
注入する方法が，ややもすればその注入圧によって脳室
の変形をきたし易い欠点を除くため，あらかじめ脳を 3
分して後に材料を注入する方法を用いて圧による変形を
防いだので脳室の容積をより正確に測定しえたものと思
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われる。 
2. PEG像による側脳室面積の比較について 
1) PEG像における側脳室面積の正常値について 
PEG像における側脳室面積の正常値については， 前
一後像で1.0-2.0cm2とする田村の値， 1.5-2.7 cm2と
する長尾町の値が発表されているが，著者の計測の結果
は，
左 1.14-4.07 cm2 平均 2.37 cm2 
右 0.89-3.86 cm 2 平均 2.05 cm2 
であった。この値は，田村，長尾の値に比してやや大き
いが， レ線解剖学的に見て異常所見がなく，脳室拡大に
ついての従来の指標である第 3脳室の最大横径が 6mm
以下のものを選んだので， ほぼ正常と見なして計測し
た。正常人の PEGを多数にうることができず，従来も
これに関して明確な根拠の上に立った標準がないので，
当面の目標である左右，男女，年令別による比較のため
にはまずさしっかえないものと考えられる。 
2) PEG前一後像と後一前像における側脳室像の大
いさの分布について
図 1および図 2に示したように，前一後像に比し，後
一前像の大いさは 2倍以上であるがその分布は広い範囲
に分散する。このことは Gurran， Dandy， Penfie1d， 
Torkildsen らによって示され， Grinker23)， Baker24) 
らの成書にも記載されているように後角の変異が多いこ
とによるものと考えられる。 
3) PEG像における側脳室面積の大いさの左右差に
ついて 
PEG像における側脳室の前一後像および後一前像の
面積を比較するといずれもその平均値は左が大きく，推
計学的にも概して有意の差を認める。 このことは長尾
ら，鈴木らの正常例にも見られることであったし，脳外
科的にもしばしば経験されたことであるがそれを確めえ
たと言えるであろう。また左右差の分布を図 3および図 
4において示したが，これも前 後像より後一前像の方
がぱらつきが多いのは前述のとおり後角の変異が多いこ
とに帰せられるであろう。さらに左右差の程度について
は，鈴木らの正常例では前一後像では 0.2cm2 以下であ
ったが， ここでは前一後像で 1.35cm2に達するものも
あった。しかし鈴木らの例では例数が少なく標準とする
には十分で、はない。長尾らの例で脳室拡大がないという
ものについて見ると， 16例で平均 0.33cm2の差があっ
て左側脳室が右側脳室より大きい。著者の 123例では平
均 0.32cm2の差があった。 したがって前一後像でほぼ 
0.3 cm2の左右差が一般正常人脳において存在するもの
と考えてよいであろう。 
4) PEG像における側脳室面積の大いさの男女差に
ついて
表 4のごとく PEG像における側脳室面積の男女差は
認められない。長尾らの例で見ても正常と見なしうるも
のの間には男女差は見られない。概して側脳室像の面積
については男女差はないと考えてさしっかえないであろ
つ。 
5) PEG像における側脳室面積の大いさの年令によ
る差について
年令を 10年毎に分けて側脳室面積の平均値を求める
と，表 5のごとくで年令別にも著しい差がない。ただ 40 
-49才群と 50才以上群との聞に有意の差があり，しか
も， 50才以上群の方が小さいことは従来の知見と異なる。 
Torkildsenが側脳室の各種の距離を測定した結果でも
年令と共に大きくなることが示されているし， Heinrich 
も60才以上では少し拡大するとのべている。著者の例
では 50才以上群の例数が少ないので今後の検索にまた
ねばならない。長尾らの例でも正常と見なしうるものの
間には年令による差はほとんど認めない。したがって，
年令による側脳室像の大いさは特に高令者を除いては問
題にならないと考えてよいであろう。 
3. 麗体脳のレ線像における左右側脳室の面積の比較
について 
PEG像では前述のように左側脳室の面積が右側脳室
の面積より大きいと推論されるが，屍体脳を造影したレ
線像でも左側脳室が右側脳室に比して大きいことが明ら
かとなった。左右側脳室像，特に前一後像の面積は，平
均して左側は 2.61cm九右側は 2.43cm2 で，PEG像に
おける側脳室像の面積に比して全般的にやや小さいが，
左右差の平均は 0.l8cm2で，PEG像における左右差の
平均に比し著しく小さい。
これは造影法の差異によることも考慮すべきである
が，むしろ死後の変化によるものと考えるのが妥当で、あ
ろう。
また左右側脳室横径の差が有意でないことは，側脳室
の大いさの指標としては，重量法による面積測定に比し
て適当でないことをあらわすものと言って良いであろ
う。この点に関しては Knudsenも同様の説をのべて 
ν、る。 
4. 屍体脳の castによる左右側脳室の大いさの比較
について
屍体脳における側脳室の容積の測定成績は例数も少な
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く有意の差は認められなかったが，一般に左側脳室がや
や大きい傾向は見られた。島田町も日本人の屍体脳の 
castを作って諸計測を行なっているが， その中でもや
はり左側脳室の容積は右側脳室のものより大きいという
成績が見られる。また Knudsenは屍体脳を水中に洗め
て，逸出する空気の量から側脳室の容積を測定し，左側
脳室容積が右側脳室容積より大きいことを認めている。
前述のように屍体脳のレ線上における左右差が PEG
における側脳室像の左右差より小さいことを考え合わせ
ると，生体脳と屍体脳との聞にかなり大きな変化を形態
的に示す可能性が推測される。またレ線像，特に前一後
像の側脳室面積が側脳室容積と高い相関をもつことを確
めた。したがって PEG像および屍体脳のレ線像におい
て左側脳室が右側脳室より大きいこととあいまって側脳
室の容積自体も左側の方が右側より大きいと推論するこ
とができるのであろう。 
5. 外国文献にみられた外国人の側脳室の大いさとの
比較について
外国人の側脳室容積については，前述のように 
Knudsenの研究がある。それによれば，
左 7.39cm3 
右 6.61cm3 
また本邦の島田の研究では
左 12.50cm3 
右 8.36cm3 
著者の成績は前述のように，
左 14.23cm3 
右 13.33cm3 
であって，著しく異なり外国人の方が小さいが， castに
よる方法と，逸出する空気量による方法との，測定法の
相異による影響があるであろう。また例数も少ないので
この成績からはにわかに結論は得られない。しかしいず
れも左が大きいということは言えるであろう。またレ線
学的計測の結果については，外国の詳細な成績を得られ
ないが， Schiersmann's Indexについては， Krischek 
が4.0以上を標準としているが著者の成績では 3.61であ
る。また側脳室横径については， Lindgrenらは 23mm
以下を正常としているが著者の成績では平均 37.4mm
であった。この点から比較しでも外国人の方がより小さ
いことになるが， レ線学的な線状測定の成績は側脳室容
積との相関が低く，必らずしもこただけで結論は出でき
ない。しかし外国人の側脳室は日本人の側脳室より小さ
いという傾向があるのかも知れないし，症例の選択に差
異があることも考えられる。 
6. 側脳室の大いさの測定法について
脳室拡大が指標としては， Huberの第 3脳室の最大
横径， Davidoff & Dyke の側脳室横径や， Schiers-
mann's Index，Evans の encephalographicratio， 
Trolandらの s-cline，Hangの LateralCleftな
ど，種々の基準が考案されているが，これらの線状測定
は Knudsenのいうように，側脳室容積との相関が低
く，むしろ側脳室面積が最も高い相関をもっ。このこと
は著者の成績でも同様の結果を得た。したがって側脳室
の大いさ，特に，その容積を論ずる以上はレ線上では側
脳室面積を測定し，さらに，脳標本について側脳室容積
の測定を行なうことが必要であろう。 
7. 側脳室の大いさの左右差の由来について
側脳室の大いさに左右差があり，左側脳室が右側脳室
に比してより大きいということは，いかなる要因によっ
て起こるものであろうか。 
Robertによれば， その側脳室 castの作製に使用し
た胎児の脳において，左側脳室は存在するのに対し，右
側脳室が存在していなかった例があり，その逆の症例は
ないという。また Penfield26)の言うごとく，右利きの人
では左の大脳半球が優位であって，かつ大多数の人が右
利きであるというようなこと，あるいはまた Nielsen27)
の示した対象の認知に関しでも右利きの人では左の後頭
葉に優位性があることなどに何らかの関係があるのでは
なかろうか，これらの発生学的ないし生理学的な問題と
の関連を探究するためには今後なお多くの検討がなされ
なければならないであろう。 
IV.結論 
PEG上の側脳室像の面積の測定，屍体脳の脳室造影
を行なって側脳室像面積を測定し，さらに屍体脳の側脳
室 castの体積測定を行なって次のような知見を得た。 
によりほぼ正常と見なしうるものの側脳室PEG1. 
像の面積を計測して，左側脳室像の面積が右側脳室像の
面積より大きいことを確かめた。しかし男女差，年令に
よる差は認められなかった。 
2. 正常人の屍体脳における側脳室の造影を行なっ
て，前と同様に左側脳室像の面積が右側脳室像の面積に
比してより大きいことを認めた。 
3. 正常人の屍体脳の側脳室の castを作り， その体
積を測定し，脳室造影によるレ線像の計測を行なって，
側脳室容積は左側が右側に比して大きい傾向にあるこ
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